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中国教育界と第一次世界大戦
ー大戦認識とその影響をめぐって一
高田幸男
要旨 中国の近代教育は第一次世界大戦後， 1922年の学制改革，いわゆる「壬戌学制」
を画期として日本型教育からアメリカ型教育へと転換したとされる。本稿では第一
次世界大戦は中国教育界においてどのように認識されていたのか検討し，大戦中から大
戦終結後にかけて認識の変化とアメリカの影響力拡大との関係を，喝時の二大教育雑誌
「教育雑誌jと「中華教育界jの論説から考察する。
大戦初期中国教育界では， まず大戦の余波で教育財政が圧迫されることが危惧され
たs また， ドイツの善戦から愛国主義教育，軍国民教育が高く評価される一方，愛国主
義一色になっていくことへの危惧も示されており インターナショナルな視点も保持さ
れていた。
だが青島で日独戦争が始まると，中国の中立が踏みにじられたことの衝撃から，より
軍国民教育に傾斜した論説が目立ってくる。また愛国心とともに科学や実業教育の振
興が提唱され，一方で伝統的な「国学」を強調する議論もみられた。
大戦後半になると，アメリカ留学帰国者の蒋夢麟が， ヨーロッパ参戦各国の教育動向
や戦後を展望する論説を紹介し， 自らの論説と併せて， ドイツの軍国民教育の功罪を提
示しそれと対置して平民主義（民主主義）とそのための個性や自主性，個人の能力を
伸ばす教育を主張するc 蒋の主張は．大戦終結後間もなく提出された教育調査会の教育
方針案そして 1922年壬戌学制の教育方針につながっていくのである。
こうした大戦に対する認識の変化は一方で江蘇省教育会や黄炎培を中心とする新教
育の模索とも連動していた。ドイツの教育も必ずしも個性を殺す船団主義教育ばかりで
はなかったはずであるが，個性·自立性•生活力を重視するより民主主義的な英米の新
教育との対比で，「軍国民教育」的側面が強調され，中国教育界はアメリカ型教育への
傾斜を強めていったのである。
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はじめに
第一次世界大戦の勃発から 100年にあたる 2014年，同じく終結から 100年にあたる 2018年．
中国にとって第一次世界大戦とはいかなる戦争だったのか．何をもたらし，何が変わったのか
を問われる機会があった立
第一次世界大戦は．当時中国では「欧洲大戦」などとよばれるとおり．遠く離れたヨーロッ
パを主戦場とするヨーロッパ列強間の戦争であった。競って中国を侵略してきた列強が互いに
戦い，そのためにヨーロッパから中国への工業製品の輸人は途絶え，これを機に中国の綿紡績
業や製粉業などにおいて輸入代替工業化が本格的に進展し，中国民族産業は最初の黄金期を迎
えた叫
一方で． ヨーロッパ列強の後退は，中国における日本とアメリカ． とくに日本のプレゼンス
も高めることになる。日本は， 日英同盟を楯にドイツの山東省膠朴l湾租借地（その中心都市は
青島）を攻略し，中立を宜言した哀世凱政権に「二十ーか条要求」を突きつけ． ドイツ山東権
益の継承と満蒙権益の拡充をはかった。さらに哀の死後，いわゆる「西原借款Jで．段棋瑞政
権の欧洲参戦支援を名目とし同政権の武力統一政策を後押しした。
日本の一連の政策は，中国の知識人・学生の反発を招き， 1919年の五四運動を引き起こし，
パリ講和条約に対する中国代表の調印拒否を引き起こすことになる。そして 1922年にワシン
トン会議で九か国条約が締結され，中国の門戸開放の原則を確認して日本の排他的な権益獲得
を抑えるとともに，中国の主権確立を尊重することが確認された。五四運動のような都市民衆
の運動のよりどころの一つが ウィルソン米大統領のいわゆる「民族自決」の原則の提起であ
り，箱一次世界大戦を「民主主義の勝利」，「民衆の勝利」とするとらえ方と相まって， 1920
年代の中国に，マルクス主義とともにアメリカ型の民主主義やプラグマティズムを取り入れよ
うとする潮流が高まることになる (3‘。
それでは，この第一次世界大戦は中国の教育にどのような影響を与えたのだろうか。
中国近代教育史の通説的理解では，中国の近代教育は 1922年の学制改吊，いわゆる「壬戌
学制」を画期として，それ以前の日本をモデルとした教育からいわゆる 6・ 3 ・ 3紺lj(4'に象徴
されるアメリカをモデルとした教育へと転換したとされる。そしてこの転換の背景として，第
一次世界大戦後のアメリカの影響力の増大が指摘されてきた。
たとえば多賀秋五郎「中国教育史』は，
中国では， この〔第一次世界〕大戦によって，イギリスと肩をならべて世界の最強国と
なり，中国に対して一貫した門戸開放政策をとり，中国問題で日本と対立していたアメ
リカこそ， H本をおさえ得る唯一の国と考えられ，かつ，アメリカよりの留学生の婦国
もあって，アメリカの民主主義教育思想に対する関心を深め，六．竺・三制の実施にま
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で進んだのである (5)
と述べる。また斎藤秋男・市川博『世界教育史大系4 中国教育史』は，
中国の学制改革のあとをふりかえってみるならば．消朝が日本・明治政府の富国強兵政
策の成功に学び．はじめて資本主義国の学制を導入した一九0四ー五年・第一次世界大
戦期．社会的勢力として登場した民族ブルジョアジーが，デューイ理論・アメリカ“新
教育”に触発され．軍閥政府を動かして“六．竺・三＂制を導人させた一九＝二年・こ
うした“近代教育＂受容にたいして．土着の発想にもとづく労農教育組織化の努力がつ
づく。そして．第三の段階が，人民の権力による，一九五一年，ソ連学制の禅入であるく6)
と中国の学制の歴史を 3段階に分ける (7)。
6・3・3制の導入が単純なアメリカの教育制度の模倣ではなく．中国教育界の主体的な議論
と模索の結果であったことは．今井航の労作に詳しい。今井は．壬戌学制が初等教育を初級小
学と高級小学に分けていること．中等教育が単線型ではなく普通科と職業学校や師範学校に分
岐することなどをもって 6・ 3 ・ 3制とはいえないとする (8)。
とはいえ，壬戌学制導入の背景に，中国教育界がアメリカ型教育に注Hし．教育改革の手が
かりにしようとしていた状況があることは確かである。このことについては日本では阿部洋
らの研究があり，中国でも著作がある (9)。
ただ．CiNiiや中国の学術論文検索システム CNKIをみる限り，中国近代教育史研究において．
第一次泄界大戦が中国教育界にどのように認識され．影響を与えたのか正面から論じたものは
ないようである。
そこで本稿では．まず第一次世界大戦は中国教育界においてどのように認識されていたのか
検討し．大戦中から大戦終結後にかけて認識の変化とアメリカの影響力拡大との関係を検討す
ることにしたい。
1. 『教育雑誌』，『中華教育界1誌の第一次世界大戦関連記事
さて以下．中国教育界の第一次世界大戦観を読み解く材料として取り上げるのは，当時の二
大教育専門誌「教育雑誌」と可中華教育界iである。
『教育雑誌』は 1909（宜統元）年正月に創刊され．途中 2度の休刊（第一次上海事変による
1932年 1月～34年8月．および日中戦争による 1941年12月～47年6月）をはさみ 1948年
12月まで約40年間にわたって刊行された。出版元は近代中国を代表する出版社，商務印害館
である {10)。一方，「中華教育界Jは， 1912（中華民国元）年創刊で， 日中戦争による 1937年9
月から 46年12月までの休刊をはさみ． 1950年 12月まで，ほぼ40年間にわたって刊行された。
出版元は．商務印書館で教科書の編纂などに携わっていた陸費逹が辛亥革命勃発後に起業し．
商務印書館と双璧をなした中華書局である (ll)。
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両誌において第一次世界大戦を取り上げた論説は表のとおりである。
［教育雑誌」は開戦間もない 1914年10月刊の第6巻第7号に「欧州戦局地図」を， 「中華教
育界土も翌 11月の第 3巻第23号に「欧洲交戦国之戦闘力」の表'i2を掲載するなど，第一次
世界大戦に対する関心は決して小さくないようである。だが表題から判断する限り，大戦を
正面から取り上げたものはさほど多くない。以下に，代表的な論説を中国が中立の立場を取っ
た大戦前半．連合国側に立ち対独断交をした 1917年3月14B u3；以降の大戦後半から終戦直
後の2つの時期に分けてみることにしよう。
2.大戦前半ー1914年6月～ 1917年2月
1.賣豊緑「欧州戦争の響きのなかで教育を談じる」(14)
まず取り上げるのは開戦直後に書かれた買豊辣「欧戦声中之教育談〔欧朴1戦争の響きのな
かで教育を談じる〕」である。
買豊辣 (1880年～？）は．『中国近現代人物別号大辞典（全編増訂本）』によると，字は季英，
『宋学』．『陽明学』． 『中国理学史』，『西洋倫理学小史』等の著書がある」と記すのみで．詳し
い経歴は不明である (L5)。『教育雑誌』には第4巻 (1912年）から第 13巻 (1921年）にかけて，
「言論」をはじめ 111編もの文章が掲載されている。この 10年間は朱元善（後述）が主編（編
集長）だった時期であり，朱元善時代の主要な執箪者の一人といえる (16。また当時．教育界
で有力だった江蘇省教育会の主要メンバーでもあったく17'。
「欧戦声中之教育談」は，第一次世界大戦を「数百年来なかった大戦禍」ととらえ．これは
中国教育界とも関係が浅くないとする。ただ，「欧戦声」とは雷鳴のように遠くから聞こえて
くるというニュアンスであり．買が強調するのは欧洲から波及してくる影響である。
買はまず．中国経済の恐慌で． ヨーロッパ各国からの借款が途絶えることにより．中国政府
の行政経費が逼迫し．教育に経費が匝らなくなるとし．中立国といえども教育は立ち行かなく
なるとする。ついで．第二革命が失敗したのちの中国では．教育界において革命党の摘発が続
き，大戦の勃発で動揺がさらに広がっているとする。そして「いわんや新聞の伝聞によると．
某国が青島を攻撃しようとしているが政府と国民に相互団結をするいとまがないので．堪え
られない」とする (18)。この文章がいつ書かれたのかは不明だが．出版されたときには青島を
中心とするドイツの膠州湾租借地に日英軍が侵攻していた(19)。
さらに大戦によって交戦国の製品の輸入途絶やシリングの高騰で経済が打撃を受けており．
実業の振興に不可欠の実業教育が微弱であることが明らかになったとする。前述のように実
際はこの輸人途絶によって．やがて輸入代替工業化の進展をもたらすことになるのだが． ここ
では実業教育の必要が強調されていることに注目したい。
そして買は．参戦国の小学校数および小学生数を列挙し．教育が発展していなければ参戦で
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表 「教育雑誌J' 『中華教育界」第一次世界大戦関連記事
「教育雑誌j
著者 記事名 掲載巻号 区分 時期
賣豊毀 欧戦声中之教育談〔欧洲戦争の響きのなかで教育1I第6巻第 6号 (1914年9月）
を談じる〕
言口琴afl! 
欧洲戦局地図 第 6巻第 7号 (1914年 10月） 図画
賣豊毀 時局与教育〔時局と教育〕 第6巻第 7号 (1914年 10月） 言=込ail 
侯鴻鑑 対於欧戦後之吾国教育計画〔欧洲戦争後に対する＇ 第 7巻第 1号 (1915年 1月）
わが国の教育計画〕
君ロ込田日 大戦前半
王朝陽 大戦争与吾人之教訓〔大戦争とわれわれの教訓〕 第7巻第 5号 (1915年 5月） 言e,琴暉
天民 戦争与国民教育［戦争と国民教育〕 第8巻第 1号 (1916年 1月） 雑纂
天民 交戦国之教育（参戦国の教育J 第8巻第 9号～第 12号 (1916年9月 調査~ 12月）
侯鴻鑑
対徳絶交後之教育計画及注意事項〔対独断交後の
第9巻第 4号 (1917年4月） 号ロ吟・岡
教育計画および注意事項〕
J.H.Badley, 
戦後之教育〔戦後の教育〕
第 10巻第 7、8、10、12号 (1918年
訳論 大戦後半
蒋夢麟訳 7、8、10、12月）
蒋夢麟
世界大戦後吾国教育之注意点〔世界大戦後のわが
第 10巻第 10号 (1918年 10月） ＝呂ぃ郡{l
国の教育の注意点〕
買豊致 和平後之教育（和平後の教育〕 第 10巻第 12号 (1918年 12月） 言Eコ琴aJIi 
最新之欧洲地理教材〔最新の欧洲地理教材） 第 10巻第 12号 (1918年 12月） 教材 大戦後
蒋夢麟 和平与教育〔平和と教育〕 第 11巻第 1号 (1919年 1月） 号ロ翌9/fl 
『中華教育界』
著者 記事名 掲載巻号 区分＊ 時期
苑源廉
今日世界大戦中之我国教育〔今日の世界大戦にお 第3巻第 23号 (1914年 11月）
けるわが国の教育〕
欧洲交戦国之戦闘力〔欧洲参戦国の戦力〕 第3巻第 23号 (1914年 11月）
王維棋 作戦計劃之教育〔作戦計画の教育〕 第4巻第 3期 (1915年3月）
大戦前半
王維棋 作戦計劃之教育（第二）〔同上 その二〕 第4巻第 5期 (1915年 5月）
楊嘉椿 我校挙行擬戦研究〔わが校の模擬戦挙行の研究〕 第 5巻第 7期 (1916年7月）
英国対於欧戦与国民教育之研究（イギリスの欧洲 第5巻第 11期 (1916年 11月）
戦争と国民教育に対する研究〕
謝扶雅 世界的戦争之七大教訓〔世界の戦争の七大教訓〕 第8巻第 2期 (1919年8月） 論著 ！ 
正公 欧美戦時教育之一斑〔欧米戦時教育の一斑〕 第8巻第 2期 (1919年8月） 論著 i大戦後
虚寿錢 参戦前後之美国教育〔参戦前後のアメリカの教育〕 第8巻第 5期 (1919年 11月） 論著
＊空欄は文章の種類区分なし。
「記事」欄等の大戦関連記事は省略した。
出典）「教育雑誌ょ上海：商務印書館、影印本、台北：台湾商務印書館、 1975年。「中華教育界」上海：中華書局、マイ
クロフィルム版、湖南図書館撮影、 1995年c
きず，平和を保つことはさらに難しいとする c 興味深いのは， ドイツの「軍国民教育」を高く
評価していることである。軍国民教育とは，国民に国家意識を注入するとともに軍事的訓練を
施すもので．中国では日本の日清・日露戦争における勝利は軍国民教育によるものととらえら
れ．辛亥革命後の「教育宗旨J（教育の基本方針）にも採用された。 H本の軍国民主義のルー
ツはドイツである。 ドイツが英•仏·露等の強国と戦えるのは，政府・国民が一体となってい
るからで，「平素軍国民教育に力を得なければこのように勝てなかった」，「軍国民教育のすば
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らしさ．盛んなことを知るべきである」と軍国民教育の貢献を強調する (20)。
ただ．買は続けて国民教育の問題点も指摘する。
僕はかつて，教育は世界的なものであって国家的なものではないと述べた。いまの各国
のいわゆる国民教育は国家的教育である。プロイセンがフランスに勝ち． 日本がロシア
に勝った功禎は小学教員に帰するが．これによって国民教育の評判が全世界に普及し．
その結果ついに「窮兵顎武〔みだりに兵を動員して戦争をしかける〕」が数百年来なかっ
た大戦争を醸成したし21)0 
買はつづけて，「フランスの哲学の大家でHころ非愛国主義的で平和論を主張し非戦論を提
唱していたジャン・ジョレス〔原文：灼勒〕氏が7月末日に暗殺されるに到った。ジョレス氏
は徳行高潔で己を愛するように人を愛し，親も仇も一体視していた」とし，「人類の真の平和
の幸福を求めるならば，まずこの主義を打破しなければならない」と．愛国主義を批判してい
る(22)。
買は，「僕は教育界の人間なので，欧洲戦争の現状がどのようなものであろうと，教育を忘
れて語ることはできない」とし，「今日， もしペスタロッチのような教育家が現れ， フランス
皇帝ナポレオンが欧洲を蹂躙したときのように，なお小学校や孤児院を作り，児童の教育をほ
そぽそとでも続けたなら，僕は歓迎し崇拝する」と結ぶ(23)0 
このように買豊旅は大戦の中国の教育への間接的影響を案じつつ，一方で軍国民教育をはじ
めとする教育の効果と重要性を強調し，教育界を鼓舞する。とはいえ，軍国民教育に対する高
い評価は戦争・強国化という文脈においてであり．軍国民教育やその前提たる愛国主義，ナショ
ナリズムを無限定に肯定しているわけではない。この時点では，まだ大戦の凄惨な状況は認識
されていなかったと思われるが，ナポレオン戦争以来の大戦争がドイツ式の軍国民教育に限ら
ない国家的な国民教育一般に起因することを指摘し．教育が国家を越えた世界的なものである
と主張していることに注目したい。
2.買豊躁「時局と教育」'24
つぎに取り上げるのは．「時局と教育」である。著者は前述の「欧戦声中之教育談」と同じ
く買豊辣で．その翌号に掲載されたc
買はまず，時局の切迫が強調され，「今日の世界の潮流は競争であり．中国の地位は滅亡に
瀕している。滅亡に瀕した国が競争の世に対しているのにもし教育のことばかり論じて軍備
を遺棄するとしたら．それは孝経を読んで黄巾の族を退けようとするものだ」としつつも，国
家にとって軍備は末であり，教育は本であると断言し，戦争と教育の関係の深さを強調する (25)C 
その上で，買はまず戦争という機会を利用して教育の効果を上げることを提唱する。すなわ
ち児童も戦争に興味を持っているので，それを利用して各国の地理や歴史の理解を深めようと
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いうのであなそしてさらに，
ましてやわが国はすでに膠州問題の関連で山東省の中立が泡と消えており，われわれは
この事態に際し，教育に対しては世間から超然として．今後の国民を投成する。たとえ
児童がみな家庭や社会からIt界の大勢を知り，新聞雑誌から戦況を詳細に知っていたと
しても．教育者は教育の立場から自ら新聞雑誌の記事を整理・咀哨し．児童の知識に適
用することが必要である。〔中略〕教育者は種々の方面を考察して，系統的な方法を用
いて児童に理解させ．暗中に世界地理と近代史の大要および中国の地位と今後国民が自
覚すべき点をわからせる :26〉
とする。
ついで将来の着眼点として，大戦がスラブ民族とゲルマン民族の覇権戦争であり，ナポレオ
ン戦争の時代とは全く異なるとし．民族の発展の努力は軍備から経済へと移り．猛烈な民族経
済践争が始まったとする。そのヒで，「経済活動がたとえ激烈になったとしても，他方で精神
生活の要求は必ず非常に堅固にあるので将来国民教育家の着眼点は深長に考えざるを得な
い」とする 270 
さらに時局に対する教育家の責務として．膠州湾問題を取り上げる。そしてH本軍が中国の
中立を犯して主権を奪ったことに対して，教育者は今後この責任を担う国民，すわなち現在の
青少年の教養に尽力し．その本分を令うできるようにすべきだとする。ただ，国家と人民はしっ
かりと分け，中国に対して野心を燃やす国であっても，「その人民に対して敵，意を持ってはな
らず学生や児童には万がーも敵t氣心を抱かせてはならない，不当なけ動は国民の品格を傷つ
ける結果となる」とするは81。そして，中立を維持して国境を守るため，軍人の[-女への教育
もおこない，軍人の後顧の憂いをなくすとともに，「よい鉄は釘にならない， よい人は兵にな
らない」という言葉が古来中同の人民を誤らせてきたと，その払拭を教育者とスパルタ式尚武
教育の精神の浸透に求めているは9)0
そして買はわが国の国勢の進展は，平行線でも段階的でもなく，波状的に昇降を繰り返し
ており．教育もまた同様に，少し発展すると戦乱で打撃を受けることを繰り返してきたとする。
だがいま，欧洲の大動乱によって山束の前途が予測できず．これによって教育がなければ生存
できないことがわかると，教育の頂ー要性を強調する。そして，今後の教育者に悲観主義や消極
政策を採らず，一歩一歩着実に改良・進歩を図ることを望む300 
わずか一月の間に買豊珠は．前号で限定的に肯定した軍国民教育に大きく傾斜しているよう
にみえる。武より文を重んじる「伝統的」価値観を「誤り」として全否定するc これは明らか
に日英軍の青島侵攻の結果であるっこの事態に絶望せず．これを教育に利用し，地理・歴史教
育の効果を上げ，児童に国民としての自覚を促すというのは苦肉の策である。ただ，だからと
いって学生や児童に敵対する凶の人民に対して敵條心を抱かせてはならないという主張は，単
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に品格の問題だけでなく，当時中立を保っていた中国の国際的立場を意識したものであろう。
この4年あまり後に，学生たちが五四運動を起こすことになるが，激昂した学生の暴力の矛先
は日本人ではなく，いわゆる「売国三官僚」へ向けられた。以後の反帝国主義闘争，ナショナ
リズムの昂揚において．ともすれば外国人個人への攻撃・暴力をともなったことを思うと興味
深い主張である。
3.苑源廉「今日の世界大戦におけるわが国の教育」(3l)
次に「中華教育界lに掲載された文章をみてみよう。
池源廉（池源演， 1876年～ 1927年）は，字は静生，湖南省湘陰の生まれで，戊戌政変後に
H本へ留学し，宏文学院に学び，、帰国後は学部（文科省に相当）に入り，辛亥革命で中華民国
が成立すると察元培のあとを継いで教育総長（文科大臣に相当）に就任した。この当時は，哀
惟凱と対立して総長を辞職し．中華書局編集部長に転出していた＇ 32,C したがって．本論説は「中
華教育界』を代表する意見ととらえてよいだろう。
疱源廉は， まずオーストリア皇太子の暗殺から始まった戦雲が全欧諸国の大半を覆い．青島
にまで及んで中国も災いを受けたと述べ，「このように全世界を激震させた大戦が，果たして
われわれに何の意味を示しているのか。わが国民もただ傍観して漫然とその理由を考えないで
いるべきではない」とよびかける (33)0 
苑が問題とするのは，中国に戦う実力があるかである。実力がなければ国とみなされなく
なる。実力は平時に蓄えられるもので，そこでは教育が最も重要である。苑は，世界大戦が国
力を養成する教育にとって最良の時機だとし学校や家庭で教育を担う者は，冊界の大勢を明
らかにし，科学の重要性を示し，尚武の精神を振興し．愛国の真の意味を示すことが重要だと
する (34)。そして，世界の大勢を観察する見識を養い．世界の大勢を研究する熱意を引き出し，
現在の戦局から学問と国家経営の関係を理解させて研究心や向学心を鼓舞することが緊要だと
する〈35)。また．尚武精神や愛国心からは国力を充実させる最良の制度は国民皆兵であるこ
とを知らせ．身家を捨てて国難に向かう各国人民の実例を示すことなどを求める :_36i0 
そして，国力が不足してなにもできないというが．国力の不足は天にもたらされたものでは
なく，実は人事が尽くされていないだけであるとして，「人材を養成して方法を得れば中国の
実力は断じて他に劣るものではない，教育は国力培養の要務であり．いまこれに従事する者は
前述の 4点について適時努力しさえすれば危機的な時局を救い．無限の国光を発することがで
きる」と教育に期待を示すのである (37)。
買豊辣と同様．青島の事態を目の当たりにし．中国の無力に衝撃を受けるとともに．それゆ
えに教育の重要性を訴えるのである。だが，そのため尚武精神を強調するなど，軍国民主義が
前面に打ち出されている。
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4.侯鴻鑑「欧戦後に対するわが国の教育計画」(38)
次の侯鴻鑑の文章は，開戦から 1年足らずだが早くも大戦の終結後の中国の教育のあり方を
展望する。著者の侯鴻鑑 (1872年～ 1961年）は，字は保竺，江蘇省無錫の出身で，清末に嘉
納治五郎の宏文学院師範科に留学。帰国後，無錫をはじめ，各地の教員，校長，視学などを務
，めた(39)0 
侯はまず，戦争には有形と無形のものがあり，有形の戦争は短期間で，無形の戦争は長期に
わたる。有形の競争は兵器による競争だが無形の競争は教育の振興である，そして教育の効
果を永久に上げるには，世界の趨勢をみることが必要だとする (40)。
翻って中国の教育をみると，辛亥革命後も一進一退を繰り返し，青島も H本に奪われてしま
い，漢民族が世界から淘汰されつつあるとし，それをいくらかでも緩和するには教育方針を改
変せざるを得ないとし，大戦勃発後の教育方針を検討する (41)0 
そこで侯は，以下，人材教育と国民教育の並進， さらに国民教育の普及を待っていられない
ので社会教育も並進することなどを論じる (42)。計画の詳細は本稿の趣旨から離れるので省略
するが特に強調されるのが，「学校が，社会の需要に決して注意していないため，学校の教
授内容が社会と合っておらず，ついに社会の希望と学校の対応が疎遠になってしまい，社会の
一般人民はすでに学校になにも感じなくなってしまった」 (43)ことである。
そのため，たとえば将来の小学校教員に求められるのが，「国学の根底を培う」，「国恥の所
在を知る」，「実用の主義を抱く」の 3点である。「国学」とは，中国伝統の学問体系， 日本で
いうところの漠学で，「一国の文字，知識，道徳の根源で，国民の本を作るもの」であり，「国
恥」は「近くは青島失陥と欧洲戦争の関係であり，遠くは今後の東アジア大陸の問題で，わが
国が前後百数十年間に領土を割譲し賠償金を払った種々の事件」である。そして実用は，「一
般の児童が小学校を卒業後に社会の需要に対応するために， 4年間の「強迫教育〔義務教育〕」
期間中に培うもの」だとする (44)。
また国民教育に対置される人材教育においても，専門実業への注意が強調され，「各省の中
学校から国学をしっかりと根底に持ち，科学の成績がもっとも優れた人を選抜し外国へ留学さ
せて専門実業を学ばせる」べきだとする (45)。
侯鴻鑑が国学にこだわるのは，彼自身が科挙世代の地域エリートであり，いわゆる「中体西
用」的な価値観を持っていたためである (46)。そして，国学の強調は，国恥の認識と対置される。
この『教育雑誌』第7巻第 1号が刊行された 1915年 1月には， 18Bに日本は中国政府に対し
いわゆる対華二十ーか条要求を突きつけている。これに対し 2月1BにH本の中国人留学生
が抗議運動を開始し，それが中国全士に広がったものの， 日本は 5月7日に最後通牒を中国政
府に突きつけ，同 9日，中国政府は受諾した(47)。以後 5月7日と 5月9日は「国恥紀念日」
とされるが，侯の「国恥」教育の提唱はこれに先立つものである。国恥の教育と表裏の関係で，
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国学が中華民族の誇りとして強調されるのである。
だがここでは国民教脊においても人材教育においても実用・実業を強調し，「国学・国恥・
実用の三主義」l48)と並置していることに注日したい。ちなみに，この文章にひきつづき掲載さ
れているのは，黄炎培「実用主義誕生の第一年」であり．侯の文章の前の「主張」欄には，編
集責任者である朱元善の「個性を尊重する」が配されていだ490
5.王朝陽「大戦争とわれわれの教訓」即
次に取り上げる王朝陽「大戦争とわれわれの教訓」は． まず教育は立国の要素であり．救国
の良薬であるがそのためには教育が時磐の要求や同家の需要に合っている必要があるとする。
そして．いまの時勢は弱肉強食であり．救同の教育は中国の戦闘力を養成するものだとする (51c
ただ．王のいう戦闘力は単に武力だけでなく，平時の国力であり．今日の戦いは全国民と全
国民の戦いである。そこで枇界の一等強国になるためには，物質面としては．体育の振興によ
る体力増進．国民の実業能力の鍛錬による地方生産力の増進．そして科学を振興し科学・芸術
の独立を図ることが重要だとする (521。そこで引き合いに出されるのが第一次大戦である。す
なわち．体力について
今次の欧州戦争で． ドイツの軍事専門家は宜言した．フランス兵は勇敢でよく戦うが．
ただ体力はドイツ人に及ばない．故に持久戦に耐えられないと。昨冬． ドイツ兵はポー
ランドで敵と対戦したが厳寒に耐えることができたので．ロシア人は思うままにでき
なかった(53:
と．その重要性を指摘し，また生産力については．
ドイツは積年の準備がなければ．イギリスの強大な海軍〔の海上封鎖〕で物価が高騰し．
必ず外患が収まらぬまま内乱が頻発しただろう国）．
科学・芸術については，
昨年青島戦争が起こると， 日本の学術界はたちまち恐慌を起こした。日本の多くの博士
は平素ドイツ語しか読めなかったので良師を失ったかのようであったc 一国に独立した
学術がないこともまた大いに憐れむべきことであるく5‘
と．外国の学術に依拠しない科学技術の独立化の必要性を説く 3
さらに王は．精神面の国力として愛国心を説く。愛国心は義務の観念．団結力．国のために
犠牲になる精神がなければならないとする⑮）。ここでも．義務感について．
試みに英独諸国の戦時公債をみると．ひとたび〔募集を〕よびかけると．すぐ集まった
がそれは覆った巣の下では完全な卵はない〔国が滅びれば民も滅亡する〕ことを知っ
ているからである：57)
とし．団結力に対しては，
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試みに独仏諸国の社会党，ロシアの虚無党〔アナーキスト〕をみると，平素は政府の攻
繋に全力を挙げており，イギリスのアイルランド問題も対立が止まず決裂に瀕していた
が，ひとたび敵に宣戦すると武器を取って従軍した (58)
と．大戦の実例を列挙する。そして，
わが国の今後の精神教育は． しつかりと児童の脳裏にこの国家思想を植え付け，それを
成長させ勇気を持ち道義を知る国民を養成することにある。二十年後に敵とー戦し歴史
の栄光を回復することを願う (59)
とする。
近代以前の教育は宗教教育の類いだったのに対し，近代の教育は独仏や日本の国民教育のよ
うに政治的教育であり，国家の根本政策から発していて，政治と切り離せない。これに対し，
中国には根本の政策がなく，教育方針も動揺を続けて定まらないと現状を憂える。
ただ王は，国民教育の価値は「ドイツがフランスに勝ち， H本がロシアに勝ったので重視す
るのであって，重視するのは救国・復讐できるということだけである」と釘を刺す。
思うにこの覇国主義が盛んな世においては国家主義の教育を励行し時勢に対応せざる
を得ない。われわれは国民教育は美名の言葉であって，この教育の内部の精神は実に
いたるところ戦闘と復讐の準備であり，単刀直入にいえば，復讐教育とよんでもよい(60)
といいきる。
そして，中国が列強から侵略されている状況下ではこのような「復讐教育」を励行せざるを
得ないとし．「教師諸君，時機を逸せず努力し，国恥を明示して戦いを教え，われわれの「九
世之瞥〔9世代後も忘れられない恨み〕を忘れないでほしい。もし世界大同の教育を高らかに
語るなら．数百年後まで待つべきである」と結ぶ(61)。
王は，このように国家主義的な国民教育が必要であることを大戦の具体例をもって主張す
ふそして学ぶべき主たる対象はドイツである。「総力戦」という語こそ使っていないが，国
民教育によって現在の児童が成人する 20年後に国民が一丸となって列強との戦い（武力闘争，
あるいは科学と生産力の競争）に臨むことを展望し．厳しい現実の前に「惟界大同」，すなわ
ちコスモポリタンの理想教育を排除するのである。
なお．王朝陽も経歴は不明である。［教育雑誌』では，この 4か月のちの第7巻第9号に「小
学校訓育之実際」を掲載している ’62}。
6.天民「戦争と国民教育」，「交戦国の教育」(63)
こののち，『教育雑誌』， 『中華教育界Jとも大戦をめぐる論説はなくなり，時折，各国の状
況を伝える文章が掲載されるだけとなる。『教育雑誌』では， 1916年中に「天民」の名で「戦
争と国民教育」と「交戦国の教育」が掲載されている。
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「戦争と国民教育」は，「英国教育者之言」という副題が付された編纂もので，「雑纂」欄に
掲載された。これはイギリスの『TheSchool World』（中国語訳『学校世界』）の 3つの質問
に対する 12人の教育関係者の回答を列挙したものである。その質問とは，（1)イギリスの教
育組織は国家の危機に際し，有用な児童を準備できるか，宜戦以来の事件の経過から完全に進
歩変化した方法を示すことができるか， （2)一定の兵式教練を児童に強制する学校は，国民を
進歩させることができるか， （3)平和の回復後，帝国の安全と繁栄を保証するため，実際の教
育をいかに改革すべきか，である。
天民は，これらの回答のうち， ドイツの教育制度に大反対の者が3人，イギリスの教育を優
良とみなす者が5人，大改革を求める者2人であるとし， ドイツを非難する者は，「人民を機
械的に製造することと国家至上主義を最大の理由としており，イギリスが優れている点は自由
主義で個性および独創力を発達させていることだと述べる者が多い」(64)とする。
だが天民は， ドイツの教育のほうが統一的で各分野において活発で独創力を発揮しており，
イギリスの教育は速やかに大改革をおこなうべき時期に来ているとする (65)。また兵式教練に
対しては，兵式教練の導入に賛成が5人，反対が5人，明確な回答なしが1人とする。 1人足
りないが，反対は 6人の誤りであろう。天民は，兵式教練に反対する者でも少年義勇団に対し
ては概ね賛同しており，イギリス人も遊戯的な身体鍛錬だけでは不充分であると考えているこ
とがわかるとする (66)。さらに天民は，回答が比較的一致している点は，「人民に政治的な知識
を持たせ，近代史を充分に理解させ，公民（地方の公民ではない大帝国の公民）の資格を養成
するべきだ」という意見である。また，今後の国際関係がますます複雑になり，国家主義がま
すます発達することを危惧し，補習教育を提唱し小学教育に足りない点を論じる者が2人おり，
注意すべきだとする (67)0 
そして，進歩的な改革を主張する者が多数で，極端な保守主義者は2人に過ぎず，革新的な
意見を持つ者は 3人いるとして，中国の教育は身体の鍛錬，実業，政治的公民のいずれにおい
てもイギリスに遠く及ばないとする。兵式訓練やドイツ派の教育は，イギリス人の多くが反対
しているものの，現在隆盛しており，まして衰退している中国ば注目せざるを得ないと，中国
のドイツヘの傾斜を指摘する。ただ，国家の繁栄•発展を図るには上記の 3 点に力を注がざる
を得ないので， とくにイギリスの教育家の意見を紹介し，評価を加えてこの説の有効性を証明
したとする (68)。
これに対し同じ天民の「交戦国之教育」は『教育雑誌』の「調査」欄に 1916年9月から 4
号にわたって連載し，「フランスの小学校教科と戦争」，「イギリスの教育の現今の問題」およ
び「ドイツ教育の側面観察」を紹介する。
まず天民は，欧洲大戦が勃発して以来，事態が急速に変化し，従来夢想もできなかった状況
が現出し，哲学・科学・芸術上の偉業も施行できるようになってきており，従来極秘だった方
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策も露見し，将来の画策も明瞭に実験されるようになり，利害得失が詳しくわかるようになっ
たとする。そして「欧洲の天地は実に全人類の脳漿と体力を傾注して製造に従事する一大工場
でありまた一大展覧会場でもある。世界の文明は，これ〔大戦〕によって一大頓挫が起き，
ー大段落を画することになったが，新たな文明の萌芽がすぐここから発生してくることは疑い
ないのである」とする。そして．参戦国の教育の実際を知るために集めてきた参戦国の学務
関係者の報告や新聞雑誌の教育関連事項を中国の教育関係者の参考に提供するという 169)。
「第一 フランスの小学校教科と戦争」では，非尼斯徳拉 (Finistere. フィニステール）県
の視学官による県下の小学教員その他に関する報告書を取り上げ．フランス全国の状況を示す
ものとして紹介する (70)。そして，「修身」．「公民教育」，「歴史」，「地理」，「フランス語」，「そ
の他の教育」において．いかに戦意昂揚教育がおこなわれたかを紹介する (71)0 
「第ニ イギリス教育の現今の問題」は『ロンドンタイムス；の教育付録に掲載された 2編
の文章「調理と倹約の教授」，「学齢児童の用役と健康の保護」を訳載する(72)。ともに総力戦
が教育のもたらす影響を示すものであるが とくに後者では本文の前に，イギリスにおける児
童労働制限の経緯を紹介したのち，「一昨年の開戦以来．農業労働者の欠乏が特に甚だしく，
児童を農場で雇いたいという論議がわき上がり，ついに適宜の条件の下でその取締を緩和し，
学校の欠席を許可した」という訳者の文章が付せられている (73)0 
「第三 ドイツ教育の側面観察」は， まずドイツの 1870年普仏戦争の勝利は小学校教師の功
績によるが，欧洲大戦におけるドイツの教師はどうであろうかと問いかけ，「戦争と学校教師」，
「ドイツ児童の国家への奉仕」，「ドイツ児童の国債への応募」，「ドイツ児童の戦時知識」の 4
編の文章を紹介する (74）。このうち「戦争と学校教師」はドイツ教員組合機関誌Padagogische
Zeifung（おそらく PiidagogischeZeitung,教育新聞の誤り）の英独開戦の翌日の社説で， ド
イツの教員の戦争への意気込みが示されているが，末尾に
ドイツの教師は，祖国のために筆を投げ打って従軍した者も少なくないが，〔教育現場に〕
留まった教師はさらに重大な国家の要求を受けている。われわれは，中国の教育界と比
較し， ドイツの教師が国家の要求する任務に尽力服従する点で，はからずも同じである
ことを知るのである(75)
とコメントを付すが他の文章はただ訳載するだけである。
断片的なコメントはいずれも肯定的で，教育がいかに国家とその戦争に貢献しているかが強
調されている。だが一方で，陣営を問わず参戦国の教育および教員・児童の生活に戦争が深く
浸透している状況が淡々と紹介されているのである。
天民の署名のある文章は 7教育雑誌Jに計 106篇掲載されている＼76)。その多くは海外の教
育の紹介や海外の著作の翻訳である。天民とは教育雑誌社内で共用されたペンネームで．この
署名の文章の多くは当時の主編（編集長）朱元善が選び商務印書館の編訳所で翻訳したもの
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だったという (77)。朱元善の経歴は不明であるが， 1912年に商務印書館を退社した陸費逹のあ
とを継いで『教育雑誌』の主編となった。 22年に李石本と交代するまでの朱元善主編の 10年
間は当時商務印書館に勤務していた作家茅盾（沈雁沐）の評価によると「適時に欧米の新し
い教育学説や教育改革の状況を紹介し，その読者は中学や師範学校の教員が多かった」とい
? ?
???~' 、 ?
3. 大戦後半から終戦直後ー1917年3月～ 1918年11月
前述のように中国は， 1917年3月14日にドイツとの国交を断絶し.8月14日にはドイツ等
に対し宜戦を布告する (79)0 
この事態の変化により，『教育雑誌』には論調の変化が生じる。以下，大戦後半から終戦直
後に発表された論説などをみることにしよう。
1.侯鴻鑑「対独断交後の教育計画および注意事項」180)
侯鴻鑑はまず，欧洲大戦が開戦から 3年となり．東アジアも影響を受け，青島戦争が起きた
ものの，中国はなお中立を厳守してきたが， ドイツの潜水艦の港湾封鎖政策によりドイツと断
交するに到ったので．教育にも影響を及ぽすだろうと危惧する。すなわち，軍備の拡張．軍事
費の増加が教育経費の削減をもたらす危険性である。
そこで侯は，教育の重要性を強調するとともに．公立学校の経費節約，公費に依拠しない私
立学校の奨励を提起し，その一方で内容の悪い公私立学校の整頓も提起する。
その上で各地方の小学校に「倹約・勤苦の校風を提唱し，国体を尊崇し国家を敬愛する観念
を注入し，国民としての「完善」な資格を養成し，国家の後ろ盾となること」を求める (81)。「完
善」とは完全にしてすばらしいという意味である。
さらに小中学校で注意すべきこととして，以下の 6点を挙げる。
1. 教員学生が共同で行動し，勤苦の校風を養成する。
2.学校の公共体育を提唱し，完全な人格を養う。
3. 生活教育を重視し，実際に学生に職業上の技能を与える。
4. 欧洲大戦の大勢を時に話の種にして，学生に世界観念を与える。
5. 中独断交の関係を，校長の訓話の時に説明する。
6.外交の要項や国恥の事実に関して，校長と教員は時に警戒の談話をする (82}。
侯は「外交がいかに困難で，財政がいかに枯渇していても，実事求是の真の教育は必ず学校
の内容に神益し，『完善jな人格を養成し，国家の後ろ盾とすることができる」(83)と教育界に
努力をよびかける。
そして最後に，財政方面の教育支援策として，教育行政が酒税・煙草税の加徴によって地方
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教育を補助することや，地方の「紳商（エリートや財界）」に鉱山開発を開放することなどを
付言している 984〉0
この時点では，まだ参戦には至っていないが特に財政面で教育にしわ寄せが行くことを警
戒し，戦時平時を問わない教育の重要性を訴えるとともに，教育界に自助努力を訴え，財源の
拡充をよびかけているのであるc
2.バドレー著，蒋夢麟訳「戦後の教育」＇約
この論文は．「訳論」として：教育雑誌』第 10巻に 4回にわたって連載した。
著者のバドレー (JohnHaden Badley, 1865年～ 1967年）は．イギリスの新教育運動の推
進者で，民主的精神による進歩的学校の代表とされるビデールス学校を創設した(86)0 
訳者の蒋夢麟 (1886年～ 1964年）は．字は兆賢．浙江省余眺の生まれ。 1896年紹興中西学
堂に入学し．校長察元培の教育を受ける。 1908年アメリカに留学し， 12年にコロンビア大学
ティーチャーズ・カレッジに進学し．新教育運動の推進者，キルパトリック (W.Kilpatrick). 
ポール・モンロー (P.Monroe)に師事し． 17年に博士号を取得する。 1920年に察元培の招
聘で北京大学教授となり．五四運動で察が同大校長を辞任すると校長代理となり同大の民主化
を推進し． 1928年には中華民国大学院（文科省に相当）院長を察元培より引き継ぎ．大学院
の教育祁への改組後．初代教育部長（文科大臣に相当）となっている (87¥3 蒋は．掃国後．黄
炎培らの中華職業教育社機関誌［職業与教育Jの編集に参加し．欧米の教育を紹介していた。『教
育雑誌」の編集にも参加し．第9巻 (1917年）から第 11巻 (1919年）にかけて言論など9編
の文章と翻訳l編 (4回連載）を載せている⑱0
さて「戦後の教育Jは．第 1章「前書き」の冒頭．「戦後の建設はすでにわれわれの口癖になっ
ている」と戦後建設への準備を訴える 89’。そして．大戦終結へ向けて協力できることは無
意味な議論や挙動で政府の政策を妨害しないこと．および積極面では．国際的・経済的・政治
的問題を研究し．健全な世論を醸成し．参戦の趣旨を維持することだとする (90)。講和会議以
外に注意すべきは，新英国の建設に従事し，イギリスの思想と習慣を戦後の新世界に適応させ
ることで．さもないと．講和が成立したとたんに．かつての痛苦を忘れ，昔日の古い習慣を回
復させてしまうとする (91)。戦争による損失は回復せねばならず．戦争で発覚した弱点は直さ
ねばならない。和議が成立したのちには．戦時中のような危機回避策ではなく．遠い将来のた
めの国家の大計を図る必要があると述べ，そこで教育の力を強調する (92)0 
そして戦後建設において必要となる教育を，児童を将来の労働者や公民とみる国家的な教育
の面と，児童を生命をもった一人の存在としてとらえる個人教育の両面から説く。それは相反
するものではなく，国民個人の幸福と能力が円満に発展することは，実に国家の貴重な資産と
なるのであるとするし9叫バドレーの「国家教育」・「個人教育」は．教育に対する国家の視点
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と個人の視点といい換えてもよいだろう。
続く第2章「国家教育」では，（l)国家教育の普及拡充方法としては，義務教育を 18歳ま
でに延長する，補習・工芸学校の系統を拡充し．就職後も学べるようにする．進学の階梯を拡
充し，職業教育系統からも中学や人学に入りやすくするの 3点を掲げ，あわせて教育経費の拡
充も訴える (94;。（2)教育の改良では科学と実用を重視し，古典文学の偏重に反対する一方で．
ガ国の交通通商のため各国語の学習も重視する。ただ，応用面だけにこだわるのではなく，職
業技能とともに人生の価値や理想を承視する (95)。さらに (3)「人生の全てに関わる」教育と
しては，広義の教育は，単によい職人・商人・兵士・学者を養成するだけでなく．「完善」な
生活を養成し．健全で豊かで活発な粕神を持つことであり，国家と個人を問わず．教育の最終
H的は人類の各種幸福の増進にあるとしそのために家庭教育より学校の責任が煎いとする。
そして児童の自発性を重視し，その心身の発達や品格の訓練， 自治や社会への奉仕を重視し
個人と社会をともに璽視するのが教育の正道だとする⑯）。（4) 「教育と尋常学校」．（5) 「新教
育と中等学校および大学」では初等教育・職業教育系統における個人の自由な発展の重視．
中等教育における普通科と専門分科の段階化の必要を主張するく97,0
第3章「個人教育」はまず．（1) 「教脊の真義」で，前章を受けて．教育は人生の各面，個
人と社会．精神面と物質面のいずれにも必要不可欠だとし，現世の時代精神は．政治を以て論
じれば民権社会ならば人道．宗教ならばイエスの道であるが，その要点は人を本位とし個性
の人格を発展させることにあるとするc 教育の真義として教員が注慈すべきなのは．学生の自
然な成長と教員自身の誠実で道徳的な観念，そして一国の習慣．民族の観念だとする (98:C 
(2) 「英独教育方針の違い」では．人戦の原囚が英独二大国家観念の拮抗にもあったとする。
ドイツはプロイセンの武装主義の枯神で．個人は完全に国家に制約され．文人は武人に治めら
れ．その教育目的は物質の効能を前提として科学を利用することと個人を国家に服従させ完全
な組織で効果を上げることで．その結果．工業・戦備とも他国を超越するに至ったのであり．
民族の自然の能力が他民族より高いと考えるのは誤りだとする。ドイツの教育は服従に偏重し．
個人の発展力や自主力（中国語訳は r自動力」）を犠牲にしているが．最も重要なのは活発な
人格を蓑成することであり最後の成功は人にあるとする。そして．イギリス人は系統性に劣
るが個性主義を重んじ． ドイツの武装主義は絶対に受け入れられないとする。イギリスの教育
は品格を知識より重んじるとし．パブリックスクール（中国語訳「公家学校」）に代表される
品性や個性 自治能力を伸ばす長所とともに知識軽視．想像力や計向性の欠如などの欠点を指
摘する '99,。
バドレーは． （3) 「イギリス教育の基本問題の研究および実施法」で個性と自主性を発展さ
せる方法を挙げたのち．（4)「学校の訓練」で， ドイツや日本の軍国民教育のような武装主義
の訓育を．一時的に国防に効果があるが．国民教育へ問題を残すことになると批判する。そし
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て，児窟への強制訓練も成功するほど児童の自立能力を消磨し．のちの災いも大きいと批判し，
明白な意思を持って自主自制を訓練方針とすれば時間はかかっても効果は大きいとする (JOO)o 
当然のことながらイギリス人のバドレーはドイツの教育・訓練に手厳しい。バドレーも．こ
の文章を訳載した蒋夢麟も新教育運動を提唱しており．ドイツの教育が科学技術や軍備の育成．
戦時体制では効果を上げたが個人の発展力や自主力を犠牲にしており．長い目でみると教育は
国家と個人の両面からとらえ．個性の発展を重視すべきだとする。 4回にわたる連載の間に大
戦は終結する。
3.蒋夢麟「世界大戦後のわが国の教育の注意点」(101)' 「平和と教育」'102)
さて．次に取り上げるのは，蒋夢麟がバドレーの訳論の連載中に自ら発表した論説「世界
大戦後のわが国の教育の注意点」であるc
その前言には「江蘇省教育会が，今回の全国省教育会聯合会に一議案を提出したその題目
は「世界戦後のわが国の教育に対する注意点の案』で．議案の文章は簡単で，詳細な事実は例
を挙げて証明することができない。そこでこの文章を書いて教育界の研究に供する。文中の議
論は．すべて著者個人が責任を負い，議案とは無関係である」とある (103)0 
個人の見解とことわっているが，蒋は当時，アメリカ婦りの新進気鋭の教育学者で，中国教
育界をリードしていた江蘇省教育会の省外会員でもあり (104)，実際は議案の意を体して議論を
喚起しようとしたものであろう。
蒋は， まず大戦中でも欧米の人士は教育という「百年樹人の大計」を忘れず，戦後の教育に
対する議論を展開しているとして．バドレー「戦後教育」をはじめ， 日本を含めた各国の著杏
を紹介する。
そして．戦後の教育を論じる前に， まず欧洲大戦の原因として，各国間の経済競争や国家主
義の競争を挙げ，アメリカが参戦したのちに大統領ウィルソンが「世界の平民主義の安全のた
めに戦う “Makethe world safe for Democracy"ことを天下によびかけたことが ドイツ皇帝
の条約は「紙くず」 “Scrapsof papers"という言菓と相対し，国家主義の激戦が．「平民主義と
武装主義の激戦」になったとする (105;0 
そこで蒋は．冊界戦争の終結の条件は経済の能率，個人の能率，社会の「進化率」だとする。
個人の能率とは個人の心身の健康と訓練の度合いを社会の進化率とは社会の進化の度合いを
指し，ロシアは個人は強健でも社会が進化していないので大敗北をしたが，アメリカは強健
な個人が進化した社会にいたのでたちまちー丸となって戦えたとする ¥106‘。
これらの 3条件は戦後の教育においても注意すべきで，教育行政においては，
（甲）地域や時期に応じて義務教育を推進し，社会の進化を促進する。
（乙）地域や時期に応じて職業教育や補習教育を実施し，経済の能率を上げる。
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（丙）大学や高等専門教育を普及推進し，社会の進化や経済能率の向上を主導するリー
ダーを養成する。
(T)童子軍〔ボーイスカウト〕を普及推進し， 自主自助能力を養成する。
の4点を挙げる (107)0 
また学校の施策面では，
（甲）個性を発展させて健全な人格を養成する。
（乙）美感教育や体育を重視して健全な個人を餐成する。
（丙）科学を重視して真に正当な知識を養成する。
（丁）職業陶冶を重視して生計の観念を養成する。
（戊）公民訓練を重視して平民政治の精神を養成し，国家や社会に奉仕する基礎とする。
の5点を挙げる (108)。
この主張をさらに踏み込んで展開したのが「平和と教育」である。
蒋はまず，平和は戦わないことではなく，戦わずに得られる平和はいくらもない，平和のた
めの正義の戦いは枇に正義があって，真の平和が初めて確保できるものであり，武人の専権に
より正義が地を払って失われていたら，戦争がなくとも平和ではないと述べた上で，中国の平
和を論じる。すなわち，中国の平和の基礎が仁政であり，仁政は牧民政治であって，国民は群
れた羊のようなもので，仁君に牧されているのだとする。そして，牧民政治の反対が平民主義
である。蒋は平民主義に「（あるいは民権主義ともよぶ）」と補足する (109)0 
平民主義はまず平民の能力知識の増進を本とし，人民がみな健全な個人となって進化した社
会を作る。そこで健全な個人と進化した社会が平和の保障となる一方で，個人のオ智と社会の
能力が凶暴で不良な政治を一掃し，泰平な真の平和が来るのである (110)。そして第一世界大戦
を例に挙げて，以下のように論評する。
かつてのドイツの教育主義とドイツから採取した日本の教育主義はいわゆる軍国民主義
である。日本が実践的科学と武士道の軍隊で，張り子の虎の中国を破り，ついで雄熊の
ような強国ロシアを破ったのは国民教育の功績である。しかし， ドイツはその軍国教育
に頼んで世界に宣戦してついに平民主義を酷愛するアメリカとその他の協約国に敗れ
た。米大統領ウィルソンは「わがアメリカは一切の犠牲者は正義のために戦い，冊界の
平民主義のために安全を求めて戦った」と言った。ドイツ軍はすでに敗れ，平民主義が
ついに勝利を占めた (lll)o 
すなわち， 日本の教育主義はドイツ由来の「軍国民主義」で，それには成果もあったが， ド
イツの軍国教育は平民主義を愛するアメリカ等に敗れたというとらえ方である。
そして，永久の平和を求めるならば，まず教育の根本問題を解決しなければならないとし，「今
次の政界大戦の結果，平民主義がすでに勝利を占め，世界の潮流も日に日に平民主義へ向かっ
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ているとし，平民主義が発達すれば平和の基礎も固まるとし，牧民政治を平民主義へ改めるよ
うよびかけるのである (ll2)0 
それでは平民主義教育はどこから始めるのか。蒋が提起するのは，
(1)独立不変の精神を養成する。
(2)健全な体格を養成する。
(3)精確で明晰な思考力を養成する。
の3点で．これらが備わらなければ，愛国や道徳の訓練を受けても無駄だとする (ll3)0
蒋は個人の強健は社会の進化の碁礎であり．一国の文明の進歩も個人の面から着手できる
とする。
直接に社会の進化を図る方法としては，
(1)起居を改造する。
(2)道路を築き．実業を振興するc
(3)学術を奨励する。
を提起する (ll4)0 
この後半部分はともかく，前半の健全な人格等という表現は，間もなく別の形で中国教育界
全体の議論の対象となる。すなわち，中国全体の教育方針「教育宗旨」の改定問題である。
4.新たな「教育宗旨」の提起
中国の近代学制は清末に日本の学制を参照して中国の実情に合わせて改変・導人された。
清朝はまた同様に日本の教育勅語に倣い、 1906年に国家の教育目標である「教育宗旨」を
掲げた。それは「忠君，尊孔（孔子を尊ぶ）．尚公（公共を璽んじる），尚武，尚実」というも
ので， このうちの「尚武」が軍国民主義である (11510 
1912年に成立した中華民国教育部は，基本的に清朝の学制を継承する。そして「注重道徳
教育以実利教育．軍国民教育輔之，更以美感教育完成其道徳（道徳教育を重視し．実利教育
と軍国民教育でこれを補い．さらに美感教育によってその道徳を完成する）」を新たな「教育
宗旨」として公布する。察元培（初代教育総長。公布当時すでに辞職）の美感教育が盛り込ま
れ，道徳教育を主とするなどの改変があるものの．「軍国民教育」が道徳教育を補佐するもの
として明記されている cll6)0 
だが大戦終結直後の 1919年4月，教育部が設置した教育調壺会は，教育宗旨を「以養成
健全人格，発展共和精神（健全な人格を育て．共和国の精神を発展させる）」に改める「教育
宗旨研究案」を提出する。同案では「欧戦終了後，軍国民教育は世界の潮流と合わなくなった」
こと．国民に共和精神が欠乏していることが中華民国が安定しない一囚であること，共和国
民は健全な人格を持ってはじめて共和国の基礎となることを指摘した上で，欧洲の教育には軍
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国民主義を重視するドイツのチュートン派と人格主義を重視する英米仏のアングロサクソン派
があったが世界の潮流に応じるため後者の長所を採って教育宗旨とする， と説明し．人格教
育•平民主義にもとづき共和精神を定着させようとするものだった (ll7) 。
この提案者の一人が前述の「和平与教育」の著者蒋夢麟で， もう一人の提案者沈恩学ととも
に当時プラグマティズムを提唱しており，同案は教育宗旨のアメリカ型への転換を提起したも
のだった。
結局同案は教育部に採用されなかった。だが1922年壬戌学制の公布に際して，学制の「標
準（基準）」として，
l. 社会の進化の必要に適応する。
2. 平民教育の精神を発揮する。
3. 個性の発展を図る。
4. 国民の経済力に注意する。
5. 生活教育に注意する。
6. 教育を普及しやすくする。
7. 各地方に伸縮〔柔軟な対応〕の余地を残す(118)0 
が挙げられた。ここには，蒋夢麟の主張や教育調査会の「教育宗旨研究案」が反映されている。
この「標準」について，教育部編『第一次中国教育年鑑』は「第6, 第7の2項以外はいずれ
も教育宗旨に近似している」と付記している (ll91。こうしてアメリカ型教育への転換が明示さ
れたのである。
おわりに
以上，第一次世界大戦中から終戦直後の中国教育界を代表する「教育雑誌iと r中華教育界；
の大戦に対する論説をみてきた。
中国教育界は近代教育を H本や欧米から導入してきたが，特に同じく東アジアに位置しなが
らいち早く近代教育を普及させ， 日清• H露戦争に勝利した日本をモデルとし，学制を導入し
た。日本，そして日本がモデルとしたドイツの軍隊式集団教育は軍国民教育とよばれた。
大戦が始まると，教育界では， まず大戦の余波で中国経済や財政が混乱し教育財政を圧迫す
ることが危惧された。また， ドイツの善戦から愛国主義教育軍国民教育が高く評価される一
方，愛国主義一色になっていくことへの危惧も示されており，インターナショナルな視点も保
持されていた。また国力増強の一環として実業教育の振興が提唱されている。
だが青島で日独戦争が始まると，中国の中立が踏みにじられ戦場になったことに衝撃を受け，
より軍国民教育に傾斜した論説が目立ってくる。尚武精神や愛国心の養成を強調するとともに，
科学や実業教育の振興が訴えられる。ただ，中立の立場を慮ってか他国へ敵條心を抱くこと
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は抑えられる。また，実用・実業教育を訴えるともに．伝統的な「国学」を強調する議論もみ
られる。
大戦中期になると論説自体が減るが．やがて戦後を展望する論説が登場する。アメリカ留学
帰国者の蒋夢麟は， ヨーロッパ参戦各国の教育動向や戦後を展望する論説を紹介し， 自らの論
説と併せて． ドイツの軍国民教育の功罪を提示し．それと対置して平民主義（民主主義）とそ
のための個性や自主性，個人の能力を伸ばす教育を主張していった。そしてそれは，大戦終結
後間もなく．教育調在会の「教育宗旨研究案」，そして 1922年壬戌学制の「標準」につながっ
ていくのである 3
こうした大戦に対する認識の変化は，一方で本稿でも若干触れた江蘇省教育会や黄炎培を中
心とする新教育の模索とも連動していた(]20〉。ドイツの教育も必ずしも個性を殺す集団主義教
育ばかりではなかったはずであるが，一方における職業教育や個性・自立性•生活力を重視す
る新教育の模索が関心をよび．他方でそれと対比させる形で， ドイツ• H本型の教育の「軍国
民教育」的側面を強調し，批判を強めていったと思われる。
なお，本稿の行論からはずれるため取り上げなかったが，ここで慮寿錢「参戦前後のアメリ
カの教育」にも触れておきたい。慮はアメリカの教育の発展を概観し，その参戦決定や200万
人もの兵士動員，パリ講和会議においてアメリカ大統領が首席に着いたことに教育が寄与した
とし，アメリカは教育を社会諸事業の本と考え，各種行政の施策は教育と不可分の組織となっ
ており，現在のアメリカの官強は教育を重視した成果であり．アメリカを模範とすべきだと結
論している。ただ，ここには個性・自立性•生活力を重視する新教育への言及はない。蒋夢麟
らが注目していたのは，あくまでアメリカを中心とする新教育運動であって．アメリカの教育
全般ではないことに留意したい(121)0 
江蘇省教育会の人的変遷も踏まえた，中国教育界のアメリカ型教育への傾斜については，別
の機会に改めて考察することにしたい。
注
(1) 本稿は， 2014年度駿台史学会大会シンポジウム「第一次大戦の経験と遺産」 (2014年 12月6B. 於明
治大学）の報告「中国と第一次世界大戦ー教育界の視線を中心にー」（要旨「駿台史学J第 154号， 2015
年），およびシンポジウム「第一次世界大戦と中華民国」 (2018年 11月17日於東洋文庫）の報告「教
育界とアメリカ型教育への傾斜」（要旨『近代中国研究彙報］第41号． 2019年掲載予定）をもとに普き
下ろした。
(2) 久保亨ほか万現代中国の歴史J（東京大学出版会， 2008年） pp.65-66。
(3) 同上， pp.41-43。
(4) 初等教育 6年，前期中等教育 3年，後期中等教育 3年の 6・3・3制，これに高等教育4年を加え， 6・3・
3・4制ともいう。
(5) 多賀秋五郎『中国教育史』（岩崎書店． 1955年） p.196。
(6) 叔藤秋男・市川博『槻界教育史大系4 中国教育史」（講談社， 1975年） p.4。
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(7) ただし．単純に初等・中等・高等教育の配分だけでみれば，中国はソ連の学制を採用しておらず｀現
在も基本的に6・3・3制である。
(8) 今井航「中国近代における六・三・三制の導入過程』（九州大学出版会， 2010年） pp.292-293頁。ちな
みに今井によれば，現行の教育制度も後期中等教育は分岐型で．アメリカや戦後日本の6・ 3 ・ 3制とは
異質だとする（同上． pp.293-294)。
(9) 阿部洋紺『米中教育交流の軌跡一国際文化協力の歴史的教訓一』（霞山会， 1985年）。またその成果を
踏まえ，中国の教育が日本型からアメリカ型へ転換していく経緯を概観したものに阿部洋『中国の近代
教育と明治H本』（福村出版， 1990年）がある。中国語圏ではたとえば王立誠『美国文化浸透与近代
中国教育一渥江大学的歴史』（上海：復旦大学出版社， 2001年），王海龍『斑大〔コロンビア大学〕与現
代中国』（新店：立緒文化事業， 2002年）ほか。
(IO) 『教育雑誌』に関しては，阿部洋「近代教育史資料としての『教育雑誌』」（同『中国近代学校史研究一
清末における近代学校制度の成立過程』福村出版， 1993年）が詳しい。また．呉美瑶ほか編『教育雑誌
(1909-1948)索引』（台北：心理出版社， 2006年）がある。なお，本稿で使用する『教育雑誌』は台湾商
務印書館の影印本（台北：台湾商務印書館． 1975年）である。また．商務印書館に関しては，樽本照雄『商
務印書館研究論集 増補版｝ （清末小説研究会．電子版2016年），察保玲「商務印書館ー中国図書館発展
的推手」（台北：台湾商務印書館， 2009年），王雲五 I商務印書館与新教育年譜」（南昌：広西教育出版社，
2008年）など。
(11) 月中華教育界」に関しては，大澤肇ほか「月中華教育界J記事目録」（「近代中国研究彙報I第32号．
2010年），喩永慶『大衆伝媒与教育転型ー中華教育界与民国時期教育改革―; （武漢：華中科技大学．
2014年）。本稿で使用する［中華教育界；はマイクロフィルム版（長沙：湖南図書館撮影． 1995年）だが．
第3巻第2号～第21号 (1914年）は欠号となっているc また中華書局に関しては．愈筏尭・劉彦捷編渭陸
費逹与中華書局1（北京：中華書局 2002年）など3
(12) 「欧洲交戦国之戦闘力」（「中華教育界；第3巻第23号． 1914年）。 1枚の表にドイツ，オーストリア
イタリア，セルビア． ロシア． フランス，イギリスの歩兵大隊，騎兵中隊．工兵中隊，小銃，機関銃．
「刀槍」（銃刀類？），砲の数を列記する。
(13) 歴史学研究会編『世界史年表 第3版』（岩波書店， 2017年） p.264。
(14) 買豊繰「欧戦声中之教育談」（『教育雑誌』第6巻第6号， 1914年）言論pp.114-119。当時の『教育雑誌』
は各巻の「主張」，「言論」，「講演」．「調究」，「記事」，文芸」などの項目区分ごとに通し頁を採用してい
るので，頁をこのように記す）。
(15) 陳玉堂組著『中国近現代人物別号大辞典（全編増訂本）』（杭州：浙江古籍出版社， 2005年） p.982。な
お，徐友春主編「民国人物大辞典（増訂本）』（石家荘：河北人民出版社， 2007年）をはじめとする主要，
な人名辞典に買豊緑は収録されていない。
(16) 前掲『教育雑誌 (1909-1948)索引』 pp.585-587。
(17) 江蘇省教育会編『江蘇省教育会会員姓名一覧表』（上海：江蘇省教育会． 1918年 12月重編）， p.10。
(18) 買豊森「欧戦声中之教育談」，言論p.115。
(19) B本軍の山東半島への上陸開始は 1914年9月2Bで．青島要塞の占領は同年 11月7日である（前掲r世
界史年表第3版」p.262)。ちなみに清教育雑誌j第6巻第6号の刊行日は奥付によると「中華民国三年：1914
年〕九月十五日」となっている。だが実際の刊行は．若干遅れたと思われる。ちなみに． I教育雑誌jは
本来月刊誌で毎年旧暦正月に第 1号を刊行していたが，辛亥革命による交通の阻害のため出版が3か月
遅れ以後そのまま順次刊行されてきたが，第6巻第 10号から第 12号までを新暦1914年12月中に
刊行し．第7巻第1号から 1月に刊行するようになった(―本社通告」;教育雑誌j第7巻第1号，奥付）。
(20) 買豊殊「欧戦声中之教育談」．言論p.118。
(21) 同上c
(22) 同上。なおジャン・ジョレス (1859年～ 1914年）はフランスの政治家で社会主義者こトゥールー
ズ大学の哲学講師を務めたこともある。反戦平和を主張して極右の一青年に暗殺された（『岩波世界人名
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大辞典』岩波書店， 2013年． p.1333)。
(23) 買豊辣「欧戦声中之教育談」．言論p.119。
(24) 買豊辣「時局与教育」（『教育雑誌』悌6巻第7号． 1914年）言論pp.127-131。
(25) 同上．言論p.127。
(26) 同上．言論pp.127-128。
(27) 同上，言論p.129。
(28) 同上。
(29) 同上，言論pp.129-130。
(30) 同上．言論pp.130-131。
(31) 苑源廉「今日世界大戦中之我国教育［今日の世界大戦におけるわが国の教育こ（「中華教育界」第3巻
第23号． 1914年） pp.l-7。
(32) 近代中国人名辞典修訂版編集委員会編夏近代中国人物辞典 修訂版； （霞山会． 2018年） p.131。
(33) 氾源廉「今日世界大戦中之我国教育」． p.l。
(34) 同上． p.2。
(35) 同上． pp.2-4。
(36) 同上． pp.4-6。
(37) 同上． p.7。
(38) 侯鴻鑑「対於欧戦後之吾国教育計画」(]教育雑誌」第 7巻第 1号． 1915年）．言論pp.l-l3c
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Education in China and the World War I:
Chinese Views on the War and its Impact 
TAKADA Yukio 
It is accepted among Japanese scholars that the modern educational system of China 
changed from that of Japanese style to that of the American style as of the reform of 
educational system in 1922. In this paper, the author examines how Chinese educators and 
those in the field of education viewed the World War I.The author also considers a possible 
causal relationship between the change in Chinese views from the middle 1910's to the 
beginning of the 1920's and the increased influences from the United States, referring to 
articles published in the Chinese Educational Review『教育雑誌』 andthe Chung Hwa 
Educational Review『中華教育界』， twomajor journals in the field of education. 
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When the World War I started in 1914. Chinese educators and those in the field of 
education feared the possibility that budget for education would be cut because of the war. 
They also maintained international perspectives. They highly valued education with 
emphasis on patriotism. militarism and nationalistic views because Germany fought 
successfully at first. At the same time, they feared the possibility that education in China 
was fully dominated by patriotism. 
Once Japan attacked German-occupied Qingdao青島， educationarticles with emphasis 
on patriotism increased because Chinese people were shocked by the fact that Chinese 
neutrality was violated. Along with patriotism, educators and those in the field of education 
voiced for the promotion of science and practical education. At the same time. views 
emphasizing the tradition of Chinese classics were also published. 
Toward the end of the 1910's, Jiang Menglin蒋夢麟 whohad studied in the United 
States and returned to China introduced trends of education in European nations that 
participated in the WWI and articles forecasting the post-WWI era. Along with his own 
views. Jian presented pros and cons of the German style education of militaristic and 
nationalistic nature. :¥s a counterpart to the German style education. Jian argued for 
education emphasizing individualism. independency. and personal talents in order to achieve 
democracy. Jian・s argument was eventually linked to the educational policy presented by 
Society for Research into Education教育調査会soonafter the,var ended in 1919 and to the 
reform of educatio叫 systemin 1922. 
Such changes in views on the WWI were also linked to the search for new education 
led by Huang Yanpei黄炎培 andthe Jiangsu Educational Association江蘇省教育会．
German style education was not necessarily dominated by groupism that ignored 
individualism. Yet, the militaristic and nationalistic aspects of German style education were 
alone emphasized in order to contrast and distinguish the new, democratic.¥merican and 
British style of education with emphasis on individualism. independency, and vitality. 
Accordingly. Chinese educators and those in the field of education were inclined toward the 
American style education. 
Keywords: World War I era. education in China. reform of educational system. education of 
militaristic and nationalistic nature, American style education. 
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